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矢倉学区（5月1日現在)（増減）  
   人 口 9,848人（＋5人） 
    男性 4,859人 (±0人） 
    女性 4,989人（＋5人） 
   世帯数 4,305世帯（＋14世帯） 

発  行 

矢倉学区未来のまち協議会 
連 絡 先  

TEL・FAX 077-565-1560 
E-mail  yagura @ machikyou.jp 

ホームページ  
http://www.kusatsu.or.jp/

machikyou/yagura/ 

 平成30年度を迎えるにあたり一言ご挨拶を申し上げます。 

矢倉学区未来のまち協議会が発足して早や７年目を迎え、また昨年度は｢矢倉まちづくりセンター｣を、

矢倉学区未来のまち協議会が指定管理者として運営することとなって早や一年が経過いたしました。 

この間、大きな問題もなく来られたのは、職員の皆さまや、未来のまち協議会の役員の皆さま方のご 

協力のおかげであると厚く御礼と感謝を申し上げます。 

今年度は、私にとって三期目(5年目)を迎えます。私は｢活力ある矢倉」に向けて各種団体の皆さまをはじめ、

各推進部会の皆さまの知恵と創意工夫を大切に、今後とも来年度の諸事業に取り組んでいきたいと思います。 

 

 これらを推進するための私の基本的な考え方や皆さまへのお願い事は、以下の通りでございます。   

1、人と人とが常に強い絆で結ばれていることが「住みよいまちづくり」の基本だとの観点から、多く  

 の方々が「まちづくりセンター」に来ていただき、本号の次頁に載せました本年度の活動計画  

 へのご理解とご参加をいただき、有意義に過ごされることができれば本望であり、喜んでいた  

 だけることを切に願っております。 

2、高齢化などの社会環境の変化に伴い、地域の自治会役員の人材確保に関係者は日々苦労されている 

 ことは重々承知しているところですが「まち協」においても同様な課題を抱えております。 

 当然ながら、諸活動を推進するためにはご参加いただける適切な人材確保が必要不可欠です。これ 

 からも各町内の関係者におかれましては、積極的な人材確保 

 へのご理解と格段のご努力をお願い申し上げる次第です。 

3、町づくりの基本は｢向こう三軒両隣」とよく言われる通りだ 

 と思います。それは「困ったとき助け合うことが当たり前に 

 出来る」「住み良い街なので、愛着を持っている｣などにも表 

 されますが、そのためにはご近所との日頃からの何気ない挨拶や 

 気遣いがとても大切なことを私も痛感しておりまして、日々努 

 力しているつもりでございます。｢まち協」もそれが原点でな 

 ければならないとの思いで今後共活動を 

 推進していく所存です。 

 

 新体制のもと、しっかりと前を向いて

「地域の安全、安心で住みよい矢倉」を目

指して今後共努力して参りますので、皆さ

まにおかれましては変わらぬご支援、ご

鞭撻をお願い申し上げます。   

   

 

平成３０年度に向けての抱負 

 

矢倉学区未来のまち協議会 

  会長 中谷 緑郎 

 

 

                               

中谷 緑郎 梅村 進  柴田 弘三 中村 滝雄 

〇事務局長 三小田幸雄       （敬称略） 

〇会 計 西田ヒトミ  〇監 事 四方 勉・山本 俊一 

  会 長    副会長     副会長    副会長 

今年度の総会の様子 

今年度の役員 
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平成３０年度地域まちづくりセンター事業計画の概要報告 

   

 

           

     

 

  

 1. 笑顔でふれあい思いやる心のあるまち矢倉 

 2. みんなが支えあうまち矢倉 

 3. 安全で安心して暮らせるまち矢倉 

 4. 健康で心ゆたかなまち矢倉 

 5. 美しい環境のまち矢倉 

まちづくりの基本方針 
  

    ① みらい通信の発行 

     ・１回/月（1日発行）年間11回予定 

   ② 同和教育推進研修事業 

     ・人権の集い ・人権フォーラム 

     ・町内学習懇親会 

   ③ わんぱくプラザ矢倉っ子 

     ・草津川探検 ・絵画広場 ・昔遊び 

     ・書き初め大会 ・館外学習 

   ④ 敬老会事業 

     ・敬老会の実施 

   ⑤ 防災訓練 

     ・災害対策本部で検討・実施 

   ⑥ ふれあいまつり・矢倉 

     ・子どもからお年寄りまでの地域住民が 

      集うイベントの開催  

   ⑦ 矢倉防災計画 

     ・平成30年4月完成し、今年度は計画に 
      沿った事業を推進 
   ⑧ 市長とまちづくりトーク 

     ・行政とまち協のまちづくりトーク 

まちづくり協議会関連事業 

  

  ① 地域が豊かになる学びに関する事業 

    ・やすらぎ学級(年間８講) 

    ・高齢者のつどい(年間３回予定) 

    ・パソコン講座等調査・検討 

  ② 市民の意見の収集 

    ・センター利用者の意識調査 

  ③ 地域住民の憩いの場の提供 

    ・朝市の調査・検討     

指定管理事業及びまちづくりセンター事業 

  

  ① 地域花いっぱい事業 

    ・花壇作りと花の育成活動、親子で参加 

    ・花いっぱい運動の継続発展 

    ・ポイ捨てゴミの回収活動 ほか 

  ② 地域文化継承プロジェクト事業 

    ・伝統民族行事の継承活動（映像化） 

    ・地域ふれあい活動の記録と周知 

がんばる地域応援交付金事業  
  

  ① 町会長委員会  
   ・自治振興推進助成事業 

    ・先進地視察研修 

  ② 安全安心のまち推進部会 

    ・高齢者の見守り活動 

    ・シグナル活動（自転車の無灯火運転防止啓発）    

    ・交通安全マナーアップ教室の開催 など 

  ③ 美しいまち推進部会 

    ・美しいまちづくりサポーター募集 

    ・花いっぱい運動 

   ・ゴミをなくす運動 など 

  ④ 元気な子ども育成推進部会 

    ・子ども図書館運営(通年) 

    ・子ども防災キャンプ実施 など 

  ⑤ 運動と食育健康推進部会 

    ・わくわく体験ノート(親子で参加イベント) 

    ・親子で餅つき大会 など 

  ⑥ ふれあいのまち推進部会 

    ・ふれあいまつり・矢倉実行委員会の立ち上げ 

    ・年末お買物ツアー及びイベントツアー など  

町会長委員会及び5推進部会 

 掲題の矢倉学区未来のまち協議会の総会が5月19日（土）に開催され、下記のテーマに関する協議が満場

一致で採択されました。その概要をご報告いたします（予算概要は3頁上段に搭載しています）。 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&source=images&cd=&ved=2ahUKEwi39tDLjI7bAhWImJQKHUeUAmQQjRx6BAgBEAU&url=http%3A%2F%2Fkids.wanpug.com%2Fillust240.html&psig=AOvVaw2fgIZBtZMgtDNVpxbaTiUs&ust=1526692904491737
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「ふれあいまつり・矢倉」のボランティア 

 スタッフを募集いたします！ 

 お願いする主な作業は以下の通りです。 

       ①会場の飾りつけ・会場設営 

       ②ポスターやパンフレット作り 

       ③まつりの進行係  など       

  ＊多くの皆さまのご参加をお待ちいたしております！ 
    お問い合わせ先 「矢倉まちづくりセンター」 TEL：077-565-1560 

 平成30年度 「第１回 高齢者のつどい」のお知らせ 

  ・開催日：平成30年8月25日(土) 13：30～15：30 

  ・場所：矢倉まちづくりセンター２階大会議室 

  ・講師：斎藤正雄様、平井章夫様（予定） 

  ・対象：60歳以上の方    定員：50人 

  ・参加費；お一人様200円  （お茶・お菓子 付き） 

  ・申込・問い合わせ先： 矢倉まちづくりセンター 

                TEL：077-565-1560 

      （詳細は7月15日予定の回覧をごらんください） 

  ＊曲の事前リクエストもお受けできます 

元気いっぱい！「矢倉っ子 こいのぼり」 

 4月14日（土）、矢倉小学校で、矢倉の子ども達の健やかな成長を願い、総勢125人の参加を得て、こいのぼり

の掲揚イベントを開催し、子ども達の願いを込めた、カラフルなうろこなどを描いた手作りの鯉のぼりを作りました。

また、新聞紙で兜を折り、紙風船を付けて恒例のミニ合戦を楽しみました。 この後、ボランティアさんの手作りの

「豚汁とぜんざい」を頂き、子ども達はお腹いっぱい食べ、大満足の様子でした。 

手作りのこいのぼりは、5月5日まで掲揚され、多くの人に披露されました。 

♪ 手作りの大きな鯉のぼりを前に全員集合して記念写真をとりました ♪ さあ、こいのぼりを揚げるよ！ 

 平成30年度まち協予算概要状況 

皆さんで楽しい 

時間を過ごしましょう 

昨年の高齢者のつどいより 
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 今月号は、大塚団地でボランティア活動の一環として立ち上げられた「高齢者サロン」「ひだまり」と喫茶店「こも

れび」の主催者のお一人で、忙しく立ち働いておられる近俊さんに、少しのお時間を割いていただいて日頃のご

活躍の数々の取り組みについて、真摯で真心溢れる思いや苦労話などを熱く語っていただきました。 

 共通点は「お隣さん同士のお付き合いを密に」、「身近な場所に誰もが集まれる居場所を」の思いで活動されて

います。これらの思いを具体的活動としてどのように実現していくかは難しいところですが、それを

無理なく地道に実現し、継続していく近俊さんの手腕に改めてその凄さを痛感いたしました。 

主に組まれている活動は下記の通りです。 

 ①毎年、子どもたちと高齢者で当町の地蔵尊の「お身拭い」や「よだれ掛けの作成」を実施。 

 ②住民の憩いの場として喫茶店の開設（2回/月：手作りケーキと飲み物が美味しいと評判）。 

 ③ワークパートナー「きらら」のペットボトルのキャップ洗浄に協力。 

  ④エコ活動の一環として、住民の協力による資源ごみの回収と売却（収益は町内に還元）。 

 ⑤自主防災会の給食給水班の副班長を担当。 

余暇には、四季豊かな日本の自然を愛でるのがお好きで旅行されたり、町内サークルのコーラス

などを親しまれています。 

 これからも「大塚を住みやすい町にするための強い絆作り」にご尽力されると思いますが、お身体には十分気を

つけられ、益々のご活躍を願ってやみません。   （取材者：ＴＭ） 

 

 

6月頃の梅雨どきは、特に食中毒に要注意ですね！ 

予防する基本は「手洗いを十分にする」ことですが、

効果的な手洗い時間はおよそ3分間が必要です。    

帰宅後など、石けんを使い、手のひら、手の甲、指の

間などを丁寧に洗いましょう！ 

ただ、お子さんにとって3分間は長く感じるので、

お母さんが、例えば子供さんの好きな童謡「もしもし

亀よカメさんよ♪・♪」などとご一緒に歌いながらリ

ズムよく洗ってあげると喜ばれると思いますよ。 

                 （民児協）  

子育てホットステーション minmin 

 

                                                 

      

矢倉 ほっと一息 
 

薔薇”赤・白・黄・ピンクの花々がとても美しく 

絢爛豪華に、今が盛りと咲き誇っています。 

手入れの行き届いた馬池町のある邸宅のお庭です

が、あまりの見事さに道行く人も立ち止まって、

しばしうっとりと鑑賞されることも。（ K・I ） 

         平成30年度  体育振興会 行事予定      

6/10（日） 第21回草津市民スポーツレクリエーション祭 

6/17（日） 指導者研修会 

6/24（日） 
第42回少年少女球技大会 主管：子ども会 

（男女混合キックベースボール） 

7/8 （日） 
第31回ニュースポーツ交流大会夏季の部 
（ディスコン） 

10/7（日） 第41回矢倉学区区民運動会 

10/8（祝） 予備日 

11/18(日) 
第16回草津市チャレンジスポーツデー 兼 
第31回ニュースポーツ交流大会秋季の部 
 (グランドゴルフ、ペタンク、ドッチビー） 

2/3 （日） 
第31ニュースポーツ交流大会冬季の部 
（ディスコン） 

回 活動日 時 間 活動名 

１ 6月9日(土) 9:00～12:00 草津川探検 

２ 7月21日(土) 9:00～12:00 絵画広場 

３ 8月9日(木) 9:00～16:00 館外学習 

４ 10月27日(土) １０:00～12:00 昔 遊 び 

５ 1月5日(土) 9:00～11:00 書き初め大会 

※諸事情により、内容が変更なることがあり
ますのでご了承ください。

 

 

「人が好き！」「ふれあう出会いを大切に！」が信条 

大塚団地       
近俊のぶ子さん 
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